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１．目的  

本研究の目的は、現在教会活動を行っている高齢クリスチャンの信仰生活の過

程も視野に入れ、教会活動が高齢者の生きがいや生活満足度に与えている影響を

検証することである。分析結果によっては高齢者全体の理解に通じるものがあり、

教会においては、高齢者の理解はもとより、高齢者の活躍の場を広げる試みや、

一人一人の違いを考慮した対応や支援を考える上での一助となるのではないかと

考える。また後に続く壮年層の人たちの道しるべになり得るのではないかと考え

る。  

２．方法  

研究対象者はプロテスタント教会の礼拝や集会に出席している 72 歳から 89 歳

までのクリスチャン男女 10 名である。対象者の抽出にあたっては大都市に偏ら

ないよう地方の教会も含めて１都３県、複数の教派 5 教会の牧師に該当者の紹介

を依頼し、研究協力の承諾を得られた高齢者を対象に行った。  

調査方法は半構造化面接法を用いて 1 対 1 で行った。インタビューを行った期

間は 2017 年 7 月下旬から 9 月上旬の間であった。インタビューは対象者の所属

する教会の一室を借りて行い、１人あたり約 1 時間程度実施した。分析方法は、

IC レコーダーで録音し逐語錄に起こし、M—GTA により分析を行った。以下の≪

≫は生成されたカテゴリーを示している。  

３．結果と考察  

 分析対象者は、クリスチャンになることによって≪生き方や価値観に変化をも

たらす宗教との出会い≫を経験していた。その後、継続的に礼拝に行くことによ

って、≪信仰の定着・成長と生活の規則化≫していった経緯があった。このよう

な教会とのかかわりは、大きく３つの点で高齢者の生活満足度の向上に貢献して

いた。１つは、人生の見つめなおしへの貢献であり、他は高齢期における様々な

喪失感への適応、今一つは心身の活性感への貢献であった。人生の見つめなおし

への貢献については以下のようなプロセスをたどるものであった。老年期に至る

までに、分析対象者は≪激動の社会を生き抜いてきた≫という経験をもっていた。

この過程では、多忙なため教会活動への関与が弱かったが、高齢期に至り、≪時

間・心の余裕と死を意識する≫という時期を迎え、教会活動に関わりなおすこと

で、≪改めて教会活動に居場所と精神的安寧を見出す≫ことにつながっていた。

高齢期における様々な喪失感への適応と心身の活性感への貢献については、分析

対象者の中には、高齢期に、≪老年期に出会う様々な喪失感≫を持つものが少な

くなかった。このような経験は教会活動への関与を狭めることになるが、何らか

の形で教会活動を継続することで、心身の活性感や≪改めて教会活動に居場所と

精神的安寧を見出す≫ことにつながっていた。 
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